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洗剤の「除菌」表示と消費者意識

昨今、腸管出血性大腸菌O157、SARS(重症急性呼吸器症候群)、

高病原性鳥インフルエンザといった新興感染症への社会的な警
戒心はピークに達し、消費者の予防意識は日常レベルにおいて
より謙虚となっている。原因となる細菌やウイルスは、眼に見えな
いことから、生活者は過度の不安を抱いているとも考えられ、「除
菌」や「抗菌」を訴求する製品への関心が高まり、強い購買動機を
示している。台所用、洗濯用、住宅用の石けん・合成洗剤に関し
ても、ここ10年間に「除菌」表示のある製品が多数市場に出回り、

実生活の中で確実に定着ている。さらに、今年の世界的猛威をふ
るう新型インフルエンザへの恐怖心は消費者意識の最重要テー
マと言える。従って「除菌」、「抗菌」に対し、生活者がどのように理
解、認識しているのか、「除菌」表示のある製品の使用実態や製
品に対する期待などを明らかにすることで、市場課題を明確にす
ることは極めて重要であり、課題の内容に対応する適切な商品の
流通が社会的に最も求められるものと考える。参考資料として以
下の内容を確認し、消費者の購買動機・購買欲求を考察されたい。
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■調査組織 日本石鹸洗剤工業会

■調査目的
生活者の除菌に対する理解、期待、イメージなどの実感が、

洗浄剤分野における除菌製品のあり方を考えるための重要な基
礎データとなると考え、本調査を実施した。

■調査概要
【調査期間】 ２００５年３月３日～３月１６日
【調査対象】 首都圏４０km圏内の20～50代の主婦(２００名)
【調査方法】 訪問留め置き法
※留め置き法：調査員が調査票をもって対象者を面接して調査の目的を説明し、調査票への記入を
依頼する。その場ですぐに調査票を回収するのではなく、後日来訪問して記入済みの調査票を回収
するという手法。

■調査内容
●菌制御関連の用語(殺菌、除菌など)に対するイメージ
●除菌表示製品に対するイメージ・期待
●除菌習慣
●除菌に対する意識の背景
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